
(1）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「絶えざる創造と革新によって新しいものを求め続け、人と社会に素晴らしい“快”を提供す

る」ことを経営理念としており、「健康であること」、「心地よいこと」、「便利であること」などを提供する、

いわば「“あったらいいな”をカタチにする」ことが使命だと考えております。 

  そして、変化するスピードが早く競争がますます激化する時代においては、常に“Something New, Something  

Different”を追い求め、顧客のニーズを満たす新しい製品やサービスを開発し続けることが、当社グループ成長

の原動力であり、これにより企業価値を増大させて全ステークホルダーの満足度を高めていきたいと考えておりま

す。 

(2）目標とする経営指標 

 当社グループは総資産経常利益率15％を目標としております。 

 また、積極的な新製品開発が当社の成長戦略であることから、家庭用品製造販売事業、通信販売事業において、

販売高に占める過去４年間に発売した新製品の寄与率を35％以上、またその年に発売する新製品については10％以

上とすることを目標としております。 

 さらに、株主価値を最大限にするため、投下資本の効率を意識した経営に取り組んでおり、長期的な株主価値の

増大に努めております。 

  

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 当社グループが持続的な成長を果たすためには、家庭用品製造販売事業、通信販売事業において顧客のニーズを

満たす品揃えの強化と展開地域の拡大の両面に取り組む必要があります。 

 そのため、上記事業においては、積極的な新製品の開発、あるいはＭ＆Ａや業務提携により品揃えを強化し、併

せて広く海外に新市場を求めて展開地域の拡大を図ります。 

 また、資本コスト重視のもと、リターンの低い分野については見直しを行い、リターンが大きく見込める成長分

野へ積極的に投資を行い、継続的な企業価値の増大に努めてまいります。 

  

(4）会社の対処すべき課題 

 当社グループが事業展開をしている家庭用品製造販売事業、通信販売事業が参入領域においてナンバーワンとな

る競争力を強化するためには、より業容を拡大し成長を促すための戦略と、土台となる既存事業や既存ブランドを

より強固にするための戦略を同時に遂行することが必要となります。 

 家庭用品製造販売事業では、生活者に今までなかった満足を提供できる新製品の開発と、既存ブランドの育成に

努め、売上拡大を目指してまいります。また、海外ビジネスは今後の戦略事業に位置づけ、投資を加速し事業拡大

に努めてまいります。 

 通信販売事業では、通信販売ならではのニーズをとらえた新製品の開発に加え、新規顧客の開拓及び既存顧客へ

の継続購入促進に努め、さらなる売上拡大を目指してまいります。 

  

２．経営方針
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